
学校番号 ３０１４ 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 電力技術 単位数 ５単位 年次 ３年次 

使用教科書 「電力技術１・２」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 発電所や鉄道など、大規模な施設・設備・装置の理解をすすめるため、視聴覚教材を積極的に利

用する。また、インターネットを通じて最新の情報を入手し、日進月歩であるこの分野の最先端技

術についても取り上げる。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 発電・送電・配電・屋内配線・自動制御電力応用・電気法規に関し、基本原理、運用、機器と装

置の構成・制御および利用例を理解させる。 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 発電・送電・配電・

屋内配線・自動制御電

力応用・電気法規に関

し、自ら関心を持ち自

ら積極的に学習をや

っていこうとする意

欲があるか。 

 発電・送電・配電・

屋内配線・自動制御電

力応用・電気法規に関

して学び、設問に対し

て考え調べ発表する

事ができるか。 

 発電・送電・配電・

屋内配線・自動制御

電力応用・電気法規

に関し学び、公式な

どを用いて実際に計

算をし、活用する能

力があること。 

 発電・送電・配電・

屋内配線・自動制御

電力応用・電気法規

の基本的な名称、動

作原理・構造などを

理解できること。 

評
価
方
法 

出席状況 

授業中の活動 

発表 

課題等提出物 

定期考査 

課題等提出物 

定期考査 定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前
期
中
間 

  

発
電
・送
電
・配
電 

１ 発電 

① エネルギー資源と電力 

② 水力発電 

③ 火力発電 

④ 原子力発電 

⑤ 新しい発電方式 

２ 送電 

① 送電方式 

② 送電線路 

③ 送電と変電の運用 

３ 配電 

① 配電系統の構成 

② 配電線路の電気的特性 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a: 積極的に学習しようとして

いるか。 

b: 意見を発表しているか。 

c: 計算など知識の活用ができ

ているか。 

d: 名称・動作原理・構造を理

解できているか。 

出席状況 

授業中の活

動 

発表 

課題等提出

物 

前
期
末 

 

屋
内
配
線
・法
規
・照
明 

 

１ 屋内配線 

① 自家用電気設備 

② 屋内配線 

２ 電気に関する法規 

① 電気事業法 

② その他の電気係法規 

３ 照明 

① 光の基礎 

② 光源 

③ 照明設計 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: 積極的に学習しようとして

いるか。 

b: 意見を発表しているか。 

c: 計算など知識の活用ができ

ているか。 

d: 名称・動作原理・構造を理

解できているか。 

出席状況 

授業中の活

動 

発表 

課題等提出

物 

後
期
中
間 

電
気
加
熱
・自
動
制
御
・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
制
御 

 
１ 電気加熱 

① 電熱の基礎 

② 各種の電熱装置 

③ 電気溶接 

２ 自動制御 

① 自動制御の概要 

② シーケンス制御 

③ フィードバック制御 

３ コンピュータによる制御 

① コンピュータと制御 

② 制御用コンピュータ 

③ コンピュータによる制御 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: 積極的に学習しようとして

いるか。 

b: 意見を発表しているか。 

c: 計算など知識の活用ができ

ているか。 

d: 名称・動作原理・構造を理

解できているか。 

出席状況 

授業中の活

動 

発表 

課題等提出

物 



後
期
末 

 

電
気
化
学
・電
気
鉄
道
・さ
ま
ざ
ま
な
電
力
応
用 

１ 電気化学 

① 電池 

② 表面処理 

③ 電解化学工業 

２ 電気鉄道 

① 電気鉄道の特徴と方式 

② 鉄道線路 

③ 電気車 

④ 信号と保安 

⑤ 特殊鉄道 

３ さまざまな電力応用 

① ヒートポンプ 

② 加熱調理器 

③ 静電気現象の応用 

④ 超音波とその応用 

⑤ 自動車への応用 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 積極的に学習しようとして

いるか。 

b: 意見を発表しているか。 

c: 計算など知識の活用ができ

ているか。 

d: 名称・動作原理・構造を理

解できているか。 

出席状況 

授業中の活

動 

発表 

課題等提出

物 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


